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新刊図書紹介 野村幸正著
『心的活動と記憶』
関西大学出版部 1983年3月刊(¥4,500) 
本書は、生活体が課題をどう認知し、そして ば延滞強化の有効性（第5章参照）、分散効果
それをどのように処理してゆくか、といった心 （第6章参照）、負の新近性効果（第7章参照）
的活動の過程を、過去数十年にわたる記憶、学 等において認められる。そして課題要求の評価
習等の研究成果をふまえて明らかにしたもので に従って配分された処理資源によって、対象が
ある。 それを取り巻く関係のなかで特殊化、つまり符
このため、まず第1部問題提起 第1章状況、 号化されてゆく。これは生活体が行なう活動の
期待と認知に続いて、第2部の理論的枠組にお 内最も重要な心的活動であり、その耐久性、融
いては、最初に、知識の獲得の基礎を記憶に関
する研究の変遷から概説し（第2章参照）、そ
して情報処理の機制と限界について論考し（第
3章参照）、最後に情報処理において重要な期
待の役割を、知識構造の運用と課題要求の評価、
処理資源の配分といった観点から明確にしたも
のである（第4章参照）。
次に、第3部の実験的展開においては、課題
要求の評価と処理資源の配分のプロセスを、一
見逆説的とも思われる事実を通して実験的に検
討した。一見逆説的とも思われる事実は、例え
通性等の側面を問題とした（第8章参照）。
さらに第9章では、漢字、仮名表記語の意味
抽出過程を取りあげ、文字認知がデータ推進型
処理と概念推進型処理との相互の係わり合いの
なかで成立し、しかもこの係わり合いの程度は、
表記形態の差異に大きく依存するということを
明確にしたものである。
最後に、第4部現状と展望 第10章構造と処
理においては、状況依存、合目的性に基づいた
処理と課題のもつ構造との関係を文献的、実験
的に論考した。 （野村記）
岡村達雄編
『教育のなかの国家一現代教育行政批判』
目次
1 公教育と教育行政 岡村達雄
Il 公教育再編と教育行政の展開
秦和彦
直 地教行法体制下の教育管理の実態
嶺井正也
IV 教育財政論への基礎視角 池田祥子
勁草書房刊 1983年5月刊(¥2,000) 
v 教育内容行政の論理と構造 斉藤 寛
VI 教職員管理の論理と構造
vn 学校管理の組織と構造
圃教職員組合運動の構造と論理
山本馨
井上敏博
広瀬隆雄
清原正義
（岡村記）
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海保博之（筑波大学）•野村幸正（関西大学）著
『漢字情報処理の心理学』
本書は、言語学、心理学、さらには教育の現
場で、最近特に注目されている漢字に関する様
々の問題を、情報処理の観点からまとめたもの
である。
序章、漢字を知る（海保・野村）では、漢字
研究の領域、漢字情報処理を、
1章、漢字をみる（海保）では、漢字の形態
としての特徴、漢字の視覚情報処理を、
2章、漢字をよむ（野村）では、漢字の読み
のタイプ、読みの具体像を、
教育出版 1983年5月刊 (¥2,200)
3章、漢字をかく（海保）では、表現活動と
表記、漢字をかくまでの心的過程等を、
4章、漢字をまなぶ（野村）では、漢字の学
習、漢字の記憶を、
終章、漢字を考える（野村・海保）では、漢
字を知ることの意義、漢字の昨今と将来、漢字
研究の今後を、
付章、漢字をはかる（海保）では、学習漢字
の諸特性の吟味等を、
それぞれ論述したものである。
（野村記）
曽和信一・堀 正嗣・山下栄一・堀 智晴
「障害児」保育の現在一共生保育をもとめて
「障害児」の発達をはかり「障害」を軽減し
ていくことを中心とした“障害児のための保育
でなく、く自立と共生＞の原理に立った「障害
者」解放のための保育”をつくり出していくこ
とがいませつに求められている、との立場から
書かれた「障害児」保育の入門書である。
柘植柘植書房 1983年8月刊 (¥1,800)
主な内容：第 1章「障害者（児）」問題につ
いての新しい考え方第2章「障害児」保育の
意味をとらえ直す第3章子どもの見方をとら
え直す 第4章保育内容をどうつくり出すのか
第5章「障害児」と共に生きるために 第6章
保育者集団の形成と保育研究 （山下記）・
右島洋介編著
「小学校・道徳教育の実践」
“荒廃”といわれる教育状況のもとで、道徳
教育強化の声が政策側からも起っている。そし
てそれは、 25年前に多くの反対世論を押し切っ
あゆみ出版 1983年11月刊 (¥1,700)
て、支配権力により強行設置された「道徳の時
間」 （特設道徳）を、文部省学究指導要領に忠
実に実施しているかどうかを監視し、道徳教育
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に対する監督を強化しょうというのである。そ
うした特設道徳の本質を知らないままで、しか
しおよそ気乗りのしない道徳の“授業”を進め
ている教師も少くないであろうが、一方、それ
に批判的で反発している教師たちも、自信をも
って道徳教育を実践しえないでいることも多いc
このような状況をふまえて、本書は、真に子ど
もたちの人間的成長につながる道徳教育とはど
うすることなのか、その理念と視点を、理論と
実践を結びつけながら示そうとしたものである(
4人の研究者とヴェテランの小学校教師5人と
の共同の著作である。
〔目次概要〕 第1章、道徳と道徳教育の原
理 (1.道徳とは何か、 2.道徳教育の場と方法、
3. 人格形成と道徳教育）。 第2章、わが国の道
徳教育の変遷と特設道徳 (1.戦前・戦後の道徳
教育、 2.特設道徳の性格、 3.特設道徳の実践的
問題点）。 第3章、今日の子どもの生活と道徳
の形成。第4章、民主的道徳教育の実践 (1.思
いやりとやさしさを育てる、 2個性を生かし生
命の大切さを教える、 3.連帯と団結のなかで育
つ道徳、 4.いじめをなくし、人権意識を育てる
5地域のなかで育つ子ども）。 第5章、民主的
道徳教育の立場 (1.民主的道徳教育実践のなか
にあるもの、 2.いま、学校と教師に求められる
もの）。 （右島記）
右島洋介・鈴木慎一編著
『教師教育一課題と展望』
今日の初等・中等教育の教育困難の状況のも
とで、教師の資質・カ量が問われ、教員養成を
始め、初任者研修、現職教育等、教師教育のあ
り方に対する論議が高まっている。昨年(83年）
6月に、文部省は遂に、教養審に対し、教員免
許法改正についての諮問を行い、 11月には答申
が出された。そして、いよいよ今次国会に法案
が上程される段取りとなっている。しかし、こ
うした動向は、戦後教育民主化の一環として行
われた「開放制教員養成＝大学における教員養
成」の趣旨が基本的に崩されるのではないかと
いう危惧も強いものである。かねてより、そう
した危機感をもった私立大学の教職課程担当者
は、 80年5月から、全国私立大学教職課程研究
連絡協議会を結成し、自主的な改善・改革のた
めの研究・協議を重ねるとともに、開放制教員
養成制度を守るための取り組みも積極的に展開
勁草書房 1984年1月刊C¥2,400)
してきている。
本書は、同協議会の活動の中で、中心的な役
割を担ってきた者たちのうちの数人が、共同で
今日の教師教育問題の本質と課題について研究
し、論述したものである。内容を目次で示せば
次の通りであるが、教員養成のことだけでなく、
教育の問題状況、教師論、比較教育にもわたっ
ているので、教育について学習する上で、参考
になることが多いであろう。
〔目次の概要〕第 1章、教育の問題状況と教
師(1. 「生きることを助けない教育」と教師
2. 問題状況にこたえる教師とは）、第2章、
教員養成政策とその批判 (1. 近年における教
員養成問題論議と「改革」への動き、 2. 戦後
教員養成の政策的動向、 3. 教育専門団体の見
解と提言）、第3章、わが国における教師教育
の現状と問題 (1. 開放制度教師養成制度の意
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義、 2. 養成教育の現状、 3. 教師教育に関す
る基本的諸問題）、第4章、外国における教師
教育改革(1. 教師教育改革の背景と動向、 2.
アメリカとソ連の場合、 3. 西ドイツとスコッ
トランドの場合、 4. イングランドとフランス
の場合）、第5章、わが国における教師教育改
戸
学会関係
* 1983年度春季学会は、 6月27日（日）午後 1
時~5時30分、千里山法文学舎217Rにおい
て開催された。参加者は約50名。記録映画
「江戸時代の朝鮮通信使」を上映、次に兵庫
県立尼崎工業高校教員・梁永厚氏による講演
「日本人のく朝鮮観＞を考える」がなされ、
あと懇親会がもたれた。
昭和57年度会計報告
革(1. 教師教育改革を促進するもの、 2. 教
師教育改革の視座、 3. 教師教育の構造化）、
付属資料、全国私立大学教職課程研究連絡協議
会第1次態度表明文及び第2次態度表明文。
（右島記）
* 1983年度秋季総会は、 12月4日（日）午後1
時~5時30分、千里山法文学舎に於て開催さ
れ、約70名が参加した。 1昨年、東京学芸大
に移られた海老原治善先生に参加して頂き、
「現代社会の危機と人間」をテーマにシンポ
ジウムを企画、司会者・鈴木祥蔵先生、発題
者・海老原治善、竹内良知、中島巖、岡村達
雄先生方のもとで活発に討論がなされ、引き
続いて懇親会がもたれた。
（闘昇）
収人の部 支出の部
科 目 金額 科 目 金額
前年度よりの繰越金 274,458 総 会 費 97,734 
正会員学会費(1) 594,500 講 演 費 30,000 
セミナリー売上金 600 通 信 費 53,050 
抜刷り ” 3,500 事務用消耗品費 9,090 
懇親会会費 38,500 印 刷 費 325,500 
銀 行 利 息 4,655 クラ連活動補助費 5,000 
事務局会議昼食代 2,240 
交 通 費 2,380 
次年度繰越 (2) 391,219 
916,213 916,213 
S.57. 4. 1 ~S.58. 3. 31 
内訳
(1) 新入生 I部 62名 372,000 
, n部 19名 114,000
学外会費（郵便振込） 51名 77,000 
，. (現金） 21名 31,500 
594,500 
??????????
-69,618 
418,660 
42,177 
391,219 
（粕便上振替貯金をひき出さず大和銀行1こ預金されて
いた次年度収入分を支払って充当したため、帳じり
を赤字として記載した。
-46一
